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まち協活動資金源のアルミ缶は…

夏休みラジオ体操

※10月の『ふれあい昼食交流会』１６日（金）で 保健師さんのお話があります

平野まちづくり協議会 事務局 江藤 榮司

９月５日(土)、当日は雨の予報だったのですが、
朝には晴天となりました。秋を感じる気温と少し強
めの風が吹いていてもまだ暑い中、まち協役員に山
本館長とセンター職員も加わり、合計７名で缶つぶ
し作業を行いました。たまりにたまったアルミ缶で、
収集用の倉庫はいっぱいに！
古紙回収量が減少する中、アルミ缶も貴重な活動

原資となっています。缶を持ち込んでくださる地域
の方々と、業者へ引き渡す前の作業をしてくださる
関係者各位のご協力で、少しずつ収益も上がってい
ます。古紙・アルミ缶回収に今後もご協力をお願い
します。

夏休みの７/21～８/25、
猛暑が続く中で23日間、
「子どもと大人のふれあい
ラジオ体操」を開催しまし
た。
今年は実施期間中に雨が

１日も降らず、のべ人数で
子ども339人、大人391人、
合計730人の参加でした。
子どもたちの規則正しい

生活と、大人のフレイル防
止のため、
来年も参加
をお待ちし
ています！

【前 田 第 三 地 区 】

日時：10月 １２日 (月・祝   )

10：00
場所：平野市民センター

【前 田 第 四 地 区 】

日時：10月 11日 (日)

    10：00 
場所：平野市民センター

    
今年度７５歳以上の方が対象

 対象者には案内があります

地区社協主催

11月  8日（日）
              
        9:00   受付開始

 血圧測定    
        9:30   開会式  
集合：祇園一丁目公園
       （前田市民センター横）

ゴール ：前田市民センター
参加費 ：無料

①ファミリーコース    ( 3.5km  約40分 )
②チャレンジコース    (   5km  約1時間30分 )
③花 尾 山 登 山 コース   (   10km  約2時間30分 )

雨天
中止

第１１回 前田･平野地区

健康ｳｫｰｸﾌｪｽﾀ

【問い合わせ・申込み】
平野市民センター  ( 661-1584 )

申し込み：10月５日（月）～３０日（金）
ゴール後にカレーのふるまいがあります

ふれあい菜園・さつまいも畑の除草作業

６月６日(土)に植えたさつまいも・紅はるか５００本は、猛暑の中なんとか
育っています。一緒に植えたミニトマト３２本は暑さに強いため生育が良く、
そうめん流しのお供になるなど、日々たくさん収獲できています。６４本植え
たポップコーン用のとうもろこしは暑さと乾燥に弱いため立ち枯れが目立ち、
残念ながら失敗に終わりました。

９月５日(土)９時からふれあい菜園の雑草抜きを
実施しました。雨予報だったため子どもたちとの観
察会は中止したので、少人数での作業となりました。
令和２年１０月の開園以降毎年参加されている祇園町
の山下さん母娘をはじめ、まち協４名、センター職
員１名の合計７名で雑草を抜きました。まち協有志
による日々の除草と水やりのおかげで、草は目立

つほど伸びていませんでした。枯れかかったとうもろ
こしはすべて抜き、実が入っていた３０本ほどは収獲
して１０月の平野文化祭でポップコーンにする予定で
す。さて、どうなることでしょうか…
１１月７日(土)に予定している花尾小児童たちとの

「さつまいも収穫祭」が今から楽しみです。

平野まちづくり協議会  副会長 髙田 隆一

平野まちづくり協議会 会長 松島 憲二

青少年育成部会長 松島 憲二

健康強調月間

袋から出して選別し、アルミ缶だけつぶす持ち込まれたアルミ缶の山

 事故や遅延でダイヤが乱
 れているときは特に声を
 かけるなど、私たちにも

いろいろできる事があります。
まとめると、白杖を持っている人や

困っている人に気を配る、遠慮する前
に声をかけてみる、誰もが１分心に余
裕をもって周囲に目を向ける、お互い
を知る、ということでした。
石田さんは全盲でありながら、まる

で見えているように振るまい、資料も
点字用パッドを使って
パソコンで自作される
ということに驚きまし
た。視覚特別支援学校
時代に、ありとあらゆ
るものを手で触れて覚
えたそうです。

去る９月２日(水)に開催された
このフォーラムは、八幡東区女性
団体連絡会議と北九州市が主催し、
平野・前田・尾倉の各市民センターと、各
まちづくり協議会が共催しています。この
３つの市民センターで毎年企画され、会場
も持ち回りで開催されています。
第一部は女性バンド「フラワームーン」

の、合馬の竹を使った竹チェロを交えた演
奏があり、第二部は ＪＩＣＡ（ジャイカ）九州の
石田由香理さんによる、「共生社会実現に
向けて、今日からできること」という講演
でした。
講師の石田さんは１歳３ケ月で全盲にな

り、視覚特別支援学校から大学・大学院へ
進学。卒業後ＪＩＣＡに就職、現在JICA九州
に勤務されています。
講演の内容は、 現状困っていること」と                  
今日からできること」。まず「  困っている

八幡東区男女共同参画地域フォーラム in 前田

「共生社会実現に向けて、今日からできること」

こと」はたくさんありますが、北九州の信
号機の音響は朝７時から夜７時までしか鳴
らない、歩道に自転車等が停まっている、
改札口の前で人が立ち止まっている、前を
見ずにぶつかってくる人がいる、路線が多
いバス停では行先が聞き取れない、バスが
同じ場所に停車しない、点字ブロックが途
中で終わっていたり、枯葉で覆われている
など、たくさんあります。
「今日からできること」は、ちゃんと前

を向いて歩く、通り道で立ち止まらない、
自転車等は指定場所に停める、音響がない
信号で渡れるときは教えてあげる、電車や
バスで空席があるときは声をかける、バス
停や駅のホームで困っている視覚障害者に

「どこ行きに乗りますか？」など声をかける、「
「
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